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 2021年度第1四半期は、営業損益以下、⾚字の決算ではございますが、売上・利益と
も全般的にはサプライチェーン影響を除き、おおむね想定どおりの数字で着地しております。

 なお、今年度の当社を取り巻く現在の経営環境ですが、残念ながら、依然海外の新興国
でのコロナ禍の影響を受けていることに加え、サプライチェーンによる半導体等、部材調達リ
スクの顕在化を認識しており、これらの状況を注視しつつ対応をしております

 ⼀⽅で、全般的な製造業の回復、特にFA・半導体製造装置の好調な市場環境にも⽀
えられ、当社でもモノづくりプラットフォーム事業が恩恵を受けております。

 以上のような状況を踏まえ、今回、年間業績⾒通しについては、期初計画からの変更は
ございません。

 部材調達リスクに関しては、部材確保やお客様への納期調整、および⽣産調整などにより
コントロールを⾏い、費⽤対策も含め、影響の抑制を図ってまいる所存です。
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 売上⾼は、前年⽐15億円減少の799億円となりました。コンポーネント&プラットフォーム
事業は増収となりましたが、この四半期ではソリューションシステム事業の減収が⼤きく、全
体では前年度⽐減収となりました。

 損益につきましては、売上⾼の減少により、営業損益は30億円の損失、経常損益につき
ましては、為替レートの改善により営業外損益が良化した結果、28億円の損失にとどまり
ました。

 また、事業構造改⾰費⽤6億円を特別損失として計上しており、最終的に当期純利益
については38億円の損失となりました。

 期中の平均為替レートは、USドル109.5円で、対前年1.9円の円安、ユーロは132円で
、同じく13.5円の円安となっております。
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 売上⾼については、ソリューションシステムは前年⽐57億円の減少となる339億円、コンポ
ーネント&プラットフォームは前年⽐43億円の増加となる459億円となりました。ソリューショ
ンシステムは昨年上期に⼤⼝案件があったため減収となりましたが、コンポーネント&プラット
フォームは、海外の新興国でのコロナ影響が残るものの、欧⽶の経済回復や国内製造業
の回復といった市場環境を背景に、昨年対⽐では売り上げを伸ばすことができました。

 営業利益については、ソリューションシステムは前年⽐19億円減少し、1億円の営業損失
となりました。この四半期で⾒ると売上減による影響が⼤きく、これにサプライチェーン影響も
重なり、営業⾚字となりました。コンポーネント&プラットフォームは、⼀部好調な市場の恩
恵や、昨年来進めております構造改⾰効果も出始めておりますが、さらなるトップラインの
増強に向けた先⾏投資等もあり、前期と同額の16億円の営業損失となりました。
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 営業利益の前年からの変動を階段チャートにしたものです。なお、今回より5億円単位で
のラウンドアップではなく、実数で表記をしております。

 まず、前年からの物量変動、機種構成差影響について、この四半期ではソリューションシス
テムの物量減による影響が⼤きく、これをコンポーネント&プラットフォームの物量増により⼀
部打ち返しましたが、主に⾃動機分野での、今後のさらなるトップラインの伸⻑に向けた先
⾏投資等のコスト増もあり、トータルではマイナスの20億円となりました。

 また、この第1四半期におけるサプライチェーン影響は、主に半導体等部材の調達難により
、全体では7億円程度の影響がありました。

 これを中計で掲げた構造改⾰、特に調達コストの低減で同額程度打ち返しを⾏いました
が、逆に調達難に伴う値上げ影響もあり、この構造改⾰調達コストの低減効果は、全体
としては、3億円程度の低減効果にとどまりました。

 また、海外で実施している構造改⾰の効果は、この四半期では5億円程度出ており、固
定費ベースの削減は着実に進んでおりますが、全体としては、対前年⽐減益となっておりま
す。
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 前回の決算発表時の事業部⾨からのご説明をベースに、各事業のサブセグメントの動きを
、前年との⽐較で記載しております。これと併せて、今後のソリューションシステム事業の重
要な成⻑戦略でもあります、DX領域の進捗状況についても、定期的にお伝えしていきた
いと考えております。

 この第1四半期の売上実績は、DX領域の売上は62億円となっておりますが、年間計画
達成に向けては順調にパイプラインが積み上がってきております。今後もこのような形で継
続してご報告申し上げていく予定でございます。
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 モノづくりプラットフォームには、主にFA・半導体製造装置向けの好調が続いており、これが
追い⾵となっております。

 加えて、コンポーネント分野でも、欧⽶での経済回復によるプリンター消耗品の需要増と、
⾃動機の国内市場では、設置台数を伸ばす等のポジティブな動きも出てきております。⼀
⽅で、海外、特にAPACをはじめとする新興国でのコロナ影響は、残念ながら続いておりま
すが、トップライン全体といたしましては増収を実現できました。

 収益⾯でも、これまでのご説明のとおり、情報機器事業、およびモノづくりプラットフォームに
よる営業利益の改善、かさ上げはございましたが、主に⾃動機事業における先⾏投資負
担等もあり、営業利益は前年と同額のレベルとなっております。
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 バランスシートについて、各資産・負債の構成に特段⼤きな変化はございません。
 総資産は前期末から170億円減少の3,562億円、⾃⼰資本は62億円減少の1,068
億円となりました。この結果、⾃⼰資本⽐率は30.0%、DEレシオは0.7倍となりました。



 キャッシュフローです。
 フリーキャッシュフローは、運転資本の改善が進み、営業キャッシュフローが良化した結果、
前年対⽐で46億円の増加となりました。
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 結びになりますが、通期業績予想です。
 これまでご説明申し上げてきたとおり、⼀部地域におけるコロナ禍の影響やサプライチェーン
の影響等、不透明感は残り、払拭できないリスクもございますが、全社⼀丸となって各種
対策を⾏い、中期経営計画達成に向けて注⼒してまいる所存でございます。

 よって年間の業績⾒通しについては、期初計画からの変更はございません。
 以上、簡単ではございますが、第1四半期の決算の説明とさせていただきます。
 ご清聴ありがとうございました。



11



12


